
車両展示に多くの人が足を止めた自衛隊ブース

予備自衛官等制度について聴講する海自隊員

日体大学園祭で広報活動
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
４
年
生
は
、
広
報
官
か
ら
説
明
を
受
け
自

人
が
足
を
止
め
家
族
で
写
真
撮
影
を
し
た
り
、
車
両
に
つ
い
て
隊

あ
る
と
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
生
で
も
参
加
で
き
る
の
は
い
い

多
く
の
学
生
た
ち
が
自
衛
隊
に
理
解
を
示
し
志
願
票
の
獲
得
と
募

（
横
浜
市
）
で
開
催
さ
れ
た
『
第
５
３
回
日
体
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

ー
ト
バ
イ
の
車
両
展
示
お
よ
び
募
集
広
報
活
動
を
行
っ
た
。

か
ら
は
「
初
め
て
自
衛
隊
の
車
を
間
近
で
見
ま
し
た
。
迫
力
あ
り

集
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
進
路
未
決
定
の
４
年
生
に
対
し
来
春
か
ら
自

年
生
や
一
般
の
方
へ
は
予
備
自
衛
官
補
の
案
内
を
積
極
的
に
行
っ

市
ケ
尾
募
集
案
内
所
は
「
学
園
祭
と
い
う
募
集
対
象
者
が
多
く

携
を
密
に
し
、
志
願
者
獲
得
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

衛
隊
で
勤
務
で
き
る
道
が
あ
る
こ
と
を
大
々
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
３
台
の
車
両
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
多
く
の

た
。
初
め
て
こ
の
制
度
を
聞
い
た
学
生
か
ら
は
「
こ
ん
な
制
度
が

集
ま
る
場
所
で
、
自
衛
隊
の
車
両
展
示
は
と
て
も
有
効
だ
っ
た
。

尉)

は
１
１
月
２
日(

土)

、
日
本
体
育
大
学
建
志
台
キ
ャ
ン
パ
ス

０
１
９
』
に
参
加
し
、
高
機
動
車
・
軽
装
甲
機
動
車
・
偵
察
用
オ

員
に
質
問
を
し
た
り
と
盛
況
で
あ
っ
た
。
高
機
動
車
を
見
た
学
生

ま
す
ね
」
と
見
慣
れ
な
い
車
両
に
興
味
津
々
の
様
子
だ
っ
た
。
募

衛
官
候
補
生
の
受
験
を
決
め
て
く
れ
た
。
ま
た
、
１
年
生
か
ら
３

で
す
ね
」
と
受
験
に
前
向
き
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。

集
対
象
者
の
情
報
獲
得
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
大
学
と
連

海自「中級管理講習」で予備自衛官志願を呼びかけ
当
日
は
、
予
備
自
衛
官
等
の
処
遇
、
訓
練
内
容
及
び
近
年
の
自
然

本
講
習
は
、
主
に
神
奈
川
県
に
勤
務
し
て
い
る
３
佐
以
下
の
幹
部

官
で
も
志
願
が
出
来
る
こ
と
な
ど
、
実
際
に
活
躍
し
て
い
る
元
海
上

神
奈
川
地
本
は
「
予
備
自
衛
官
等
は
防
衛
力
の
約
２
割
を
担
う
重

採
用
年
齢
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
年
齢
制
限
で
予
備

実
施
さ
れ
た
「
令
和
元
年
度
第
４
回
中
級
管
理
講
習
」
に
お
い
て
、

予
備
自
衛
官
へ
の
積
極
的
な
志
願
及
び
部
下
隊
員
等
へ
の
制
度
周
知

象
と
し
、
社
会
へ
の
適
応
性
啓
発
や
退
職
後
の
生
活
の
安
定
を
図
る

お
り
、
神
奈
川
地
本
は
累
次
、
本
講
習
に
お
い
て
予
備
自
衛
官
等
の

招
集
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
特
に
、
即
応
予
備
自
衛
官
に
つ
い

就
職
先
と
な
る
雇
用
企
業
の
理
解
を
得
る
た
め
の
各
種
支
援
制
度
に

自
衛
官
及
び
即
応
予
備
自
衛
官
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。
昨

こ
の
制
度
改
正
を
機
会
に
積
極
的
な
志
願
を
お
願
い
し
た
い
。
志
願

気
軽
に
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
予
備
自
衛
官
課
に
相
談
し
て
欲
し
い
。」

制
度
説
明
を
実
施
し
て
い
る
。

を
呼
び
か
け
た
。

て
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
予
備
自
衛
官
を
経
る
こ
と
に
よ
り
海
上
自
衛

つ
い
て
も
説
明
し
た
。

と
し
て
い
る
。

年
１
０
月
か
ら
士
長
以
下
の
予
備
自
衛
官
及
び
即
応
予
備
自
衛
官
の

は
、
１
１
月
８
日
（
金
）、
海
上
自
衛
隊
第
２
術
科
学
校
（
田
浦
）
で

海
自
隊
員
８
９
名
に
対
す
る
予
備
自
衛
官
等
の
制
度
説
明
を
行
い
、

及
び
准
・
曹
で
、
か
つ
定
年
３
年
前
ま
で
の
退
職
予
定
自
衛
官
を
対

た
め
に
必
要
な
知
識
を
付
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て

災
害
に
よ
る
災
害
派
遣
で
の
予
備
自
衛
官
及
び
即
応
予
備
自
衛
官
の

自
衛
官
の
即
応
予
備
自
衛
官
を
例
示
し
て
説
明
し
た
。
さ
ら
に
、
再

要
な
位
置
づ
け
で
あ
り
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
予
備

自
衛
官
・
即
応
予
備
自
衛
官
へ
の
志
願
を
あ
き
ら
め
て
い
た
方
は
、

を
検
討
し
て
い
る
方
や
制
度
に
つ
い
て
更
に
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

海老名・綾瀬地区家族会が地区から入隊した隊員を激励

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
市
ケ
尾
募
集
案
内
所(

所
長 

近
藤
１
空

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

１
等
海
佐　

夏
井 

隆
）

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
厚
木
募
集
案
内
所
（
所

ま
た
同
会
は
研
修
の
最
中
、
平
成
２
９
年
３
月

に
会
員
の
興
味
を
惹
い
た
の
は
、
昭
和
１
４
年
の

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
感
謝
と
決
意
の
言
葉

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
防
衛
基
盤
の
拡
充

た
隊
員
が
元
気
に
勤
務
し
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と

海
老
名
・
綾
瀬
地
区
家
族
会
の
久
里
浜
駐
屯
地
研

研
修
は
駐
屯
地
広
報
班
に
よ
る
概
要
説
明
、
施

さ
れ
て
い
る
１
号
館
で
、
高
い
天
井
と
太
い
柱
を

れ
た
厳
か
な
内
装
に
、
会
員
は
揃
っ
て
圧
倒
さ
れ

は
、「
家
族
会
の
皆
様
が
こ
ん
な
に
応
援
し
て
く

元
気
に
勤
務
し
て
ほ
し
い
」
と
の
心
温
ま
る
言
葉

厚
木
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も
駐
屯
地
研
修

た
様
子
で
歴
史
の
重
み
を
感
じ
て
い
た
。

設
及
び
歴
史
館
見
学
、
体
験
喫
食
が
行
わ
れ
、
特

や
ま
も
と

現
在
は
通
信
教
導
隊
で
勤
務
を
し
て
い
る
山
本

だ
さ
っ
て
い
る
の
を
知
り
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に

等
の
機
会
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
に
対
す
る
ご
家
族

お
お
つ
き

会
長
の
大
槻
氏
か
ら
は
、「
地
区
か
ら
入
隊
し

長　

野
田
３
海
佐
）
は
１
１
月
１
２
日
（
火
）、

修
を
支
援
し
た
。

「
旧
海
軍
通
信
学
校
」
創
立
時
か
ら
現
在
も
使
用

有
す
る
重
厚
な
造
り
と
赤
い
じ
ゅ
う
た
ん
の
敷
か

に
綾
瀬
市
か
ら
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
入
隊
し
、

ゆ
き

優
希
陸
士
長
を
訪
問
し
、
激
励
し
た
。
山
本
士
長

を
述
べ
た
。

が
な
に
よ
り
も
嬉
し
く
、
今
後
も
部
隊
で
明
る
く

を
い
た
だ
い
た
。

に
励
ん
で
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。


